
勉強会の実施概要 データ活用・協議の具体例

勉強会の目的

勉強会の当初の

ゴール想定と結果

参加者

協議アジェンダ

データに基づく

協議ポイントの整理

主なデータ項目

協議におけるガイドライン

(含む具体例)

「実装成果」実現に向けた

示唆/考察

編集データの抜粋やビジュアルなどを適宜挿入

重
要
指
標
例

• 望ましい機能、要件として、「産婦人科医、小児科医、助産師という専門家に相談ができること」「24時間365日相談を
受け付けること」など挙げられていた。産婦人科・小児科オンラインはどちらも満たしている。

• 調査期間中、既存施策を利用した人は4.5%、オンラインのみ利用した人は90.9%であり、オンライン相談の追加でこれ
まで届いていなかった不安、疑問にリーチできた可能性がある

• 利用者の満足度は100%

• 不安感、孤立感が減った人が86.4%であった

データ活用・協議による成果

＃カテゴリー

妊娠、出産、子育てで誰も孤立しない社会の実現

えひめ!みんなでこどもまんなかチーム

株式会社Kids Public/ 株式会社エルパティオ

県内企業、自治体向けに、愛媛県での活動に基づく妊娠、出産、子育て、女性活躍支援に
おけるオンライン相談の活かし方について知見を共有する

導入企業の募集→成約0件、自治体における実証実験実施→2件実現

県内企業、自治体担当者

伴走型相談支援について、オンライン相談において孤立・不安感を減らすための工夫
産婦人科・小児科オンラインのご紹介愛媛県内での反響について

県民への貢献を可視化する

登録・利用者数、利用者満足度、既存事業との差異、定性的な声

産婦人科・小児科オンラインの過去の研究データ、今年度取得したアンケート調査の結果
に基づいて協議

県内企業へのアプローチから自治体へのアプローチをメインに据えて、来年度以降は活
動していく。

• 妊娠、出産、子育てにおける不安を解消する施策として、望ましい機能や要件
• オンライン相談の追加で既存事業ではリーチできなかった疑問にリーチできたか
• 利用者満足度
• 「産婦人科オンライン」「小児科オンライン」を無料利用できる状況によって、妊娠、出産、子育てにおける不安感や孤立感

にどのような影響があったか

実装後実装前

デ
ー
タ
取
得

地域住民に対してウェブアンケートを実施する機会がな
かった

会員に向けたウェブアンケートの実施は容易

デ
ー
タ
利
活

用
既存施策では届いていない不安や疑問の量を可視化する
ことは困難

既存施策の利用とオンライン相談の利用を比較することで、
これまで届いていなかった不安、疑問を可視化

実

行
対面や電話などの既存の方法によるアプローチに限定され
ていた

オンライン相談を提供

協

議
核家族の増加、共働き世代の増加、インターネット世代のコ
ミュニケーションなど時流を捉えていく必要性

新規施策であるため、さらなる周知が必要


